
記載例 （工種は、種別、細別まで区分する必要はありません。） 

様式第２号（第１０条関係） 

工 事 履 行 報 告 書 （中間前金払用） 

 

令和○○年 ９月 １日 

 

  利根町長   様 

 

請負人 住  所   利根町○○○ ○○○番地 

               商号又は名称 （株）○○○建設 

代表者名   代表取締役 ○○○○   印 

 

本書のとおり請負工事の履行状況を報告します。 

工 事 名 ○○第○○号   ○○○○工事 

工 事 場 所 町道○○○号線 利根町○○○地内 

工 期 令和○○年６月１日から令和○○年１０月２８日まで 

請 負 代 金 額 １０，０８０，０００円 

工    種 
構 成 比 

（％） 

予定工程

（％） 

実施工程

（％） 

出来高金額

（円） 

備 考 

道 路 土 工 30.0 100.0 100.0 3,000,000  

排水構造物工 20.0 100.0 100.0 2,000,000  

舗 装 工 20.0 0.0 0.0 0  

区 画 線 工 10.0 0.0 0.0 0  

共 通 仮 設 10.0 61.0 61.0 610,000  

小 計 100.0   5,610,000  

消費税及び地方消費税額 448,800 請負代金額との比率 

（60.1）％ 

合 計 金 額  6,058,800 

 ＜注意事項＞ 

１ 構成比は直接工事費に占める各工種毎の構成割合を，予定，実施工程は報告時点 の状

況を，出来高金額は工事価格（請負代金額から消費税及び地方消費税額を控除した金額）

に占める構成比相当額に実施工程率を乗じたものを，請負代金額との比率は，請負代金額

に対する出来高金額の合計金額の割合を，それぞれ記入すること。 

なお，実施工程が確認できる資料（予定工程表に実施工程を記入したもの等）を添付す

ること。 

２ 実施工程の計は５０％以上，請負代金額との比率は５０％以上であること。 

予定工程は全体の予定工程に
対して、報告時点（9月１
日）までに予定している工程
の割合 

実施工程は全体の予定工程に対
して、報告時点（9月１日）ま
でに実施した工程の割合 

請負代金額（税抜き） 
×① 構成比（％） 
×③ 実施工程（％） 

直接工事費に占める各
工種の額の構成割合 

【条件の確認（その３）】
既に行われた作業に要す
る経費が請負代金額の２
分の1以上か。 
出来高金額が請負代金額
の２分の1以上か。 


